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二
数
年
前
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哲
　
　
彦
質
問
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形
式
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人
格
検
査
に
よ
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ー
　
自
動
車
台
数
　
事
故
数
と
自
動
車
台
数
は
ほ
ぼ
平
－
行
す
る
よ
う
に
み
え
る
。
（
第
一
図
と
第
二
図
を
比
較
さ
れ
た
い
。
）
諸
－
外
国
の
例
を
み
て
も
、
人
口
一
〇
万
人
当
り
の
死
者
数
は
自
動
車
の
普
及

芳
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皇
鍍

輔
糊
3
6
3
0

咽
第

に
と
も
な
つ
て
増
加
す
る
傾
向
が
み
え
る
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
わ
が
国
の
自
動
車
千
台
当
り
死
者
数
は
昭
和
三
〇
年
を
一
〇
〇
と
す
る
と
、
三
五
年
八
五
四
〇
年
三
六
と
激
減
す
る
。
一
方
、

0

㈲
鋤
。
　
　
瑠
　
　
聖
．
　
憩

人
口
一
〇
万
人
当
り
死
者
数
は
昭
和





六

成

率
国
英

…
搦
罷
雛
M
擁
ー

加
1
留
2
0

　
’
2

も
比
較
的
多
い
。
一
方
、
傷
者
は
一
六
才
か
ら
一
九
才
ま
で
に
多
い
。
こ
れ
は
事
故
に
で
あ
っ
た
も
の
の
身
体
的
条
件
を

購
齢
様
故

成
劇
米
r
ー

㎝
認
舗
尼
翻
娼
ね
”
⑳
備
1
0
3
1
　
　
　
　
　
2
　
　
　
1
⑤
度
密

伊
ー
仏

皿
編
1

塒
8
2

反
映
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
死
傷
者
の
合
計
は
、
三
～
五
才
児
と
十
六
～
二
十
九
才
の
青
年
に
多
い
。

事

本

0
4
8
　
’
9
ユ
8
」
8
』
ユ

口

幼
児
・
学
童
が
全
事
故
死
者
に
占
め
る
比
率
は
、
三
九
年

の
者
亡

構

m
乞
鎗
過
4
L
4
α
四
2

払
数

刎
西
i

鵬
2

㎜

一
四
・
八
％
、
四
〇
年
一
五
・
一
％
、
傷
者
で
は
同
じ
く
「

死
故
事

別
別
種

数
突
突
突
突
突
走
覆
故
故
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
事

者
死
故
事

英
ー

“
1

鋤

六
・
四
％
及
び
＝
ハ
・
六
％
で
あ
り
、
事
故
発
生
時
刻
は
、

通
交

国

蠣
礪

阨
摧
^
轟勤人
米 掴
2

1
9

午
后
三
時
か
ら
五
時
ま
で
の
間
が
最
も
多
い
。
こ
れ
は
、
幼
児
に
つ
い
て
は
保
護
者
の
目
の
と
ど
き
に
く
い
時
間
帯
で
あ

俵
第

饗
嶽
灘
総
他
歩
自
列
そ
街
街
自
そ

万
1
0
表

躰
ー

卿
率

劉
劇

り
、
学
童
に
つ
い
て
は
下
校
時
及
び
下
校
後
に
あ
た
る
。
小
学
生
も
中
学
生
も
、
登
校
時
よ
り
下
校
時
に
事
故
が
多
い
。

の
が
あ
り
、

ま
た
十
六
才
か
ら
二
十
九
才
ま
で
の
青
年
に
事
故
が
多
い
の
は
、
に
運
転
業
務
が
集
中
的
に
負
荷
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、

卿
亡
死
故
事

密
口
人

こ
れ
は
下
校
行
動
が
組
織
さ
れ
に
く
く
、
か
つ
広
い
時
間
帯
－
に
分
散
す
る
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
下
校
後
の
時

か
ら
み
て
当
然
で
は
あ
る
が
、
路
上
に
開
放
さ
れ
た
た
め
に
発
生
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
血
気
に
逸
っ
て
暴
走
す
る
も
の
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
説
明
も
時
に
行
な
わ
れ
る
け
れ
ど
も
し
か
し
、

　
　
　
　
　
　
帯
に
お
け
る
事
故
は
は
る
か
に
多
い
。
下
校
後
の
時
間
の
量
・
　
　
　
彼
ら
の
な
か
に
技
術
未
熟
の
ま
ま
、
ま
た
は
無
免
許
で
運
転
す
る
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
は
こ
の
年
代
業
種
に
よ
っ
て
は
比
較
的
高
年
令
の
運
転
手
を
雇
用
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
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で
あ
る
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㈹

道
路
お
よ
び
発
生
場
所

の
資
料
に
は
軽
四
輪
と
二
輪
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。

そ
れ
ば
か
り
で
な
く
安
全
施
設
は
も
と
よ
り
最
低
の
設
備
で
あ
る
道
路
の
舗
装
も

　
　
そ
の
場
合
で
も
、
若
年
運
転
者
の
走
行
勤
務
は
、
は
る
か
に
不
安
定
か
つ
過
重
な
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
べ
き
　
事
故
件
数
の
急
激
な
増
加
の
重
要
な
原
因
が
わ
が
国
の
道
路
の
貧
困
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
か
ら
久
し
い
。
道
路
の
都
市
全
面
積
に
占
め
る
比
嫉
先
進
国
の
都
市
が
殆
ん
ど
二
・
％
以
上
で
あ
る
の
に
わ
が
五
大
都
市
は
い
ず
れ
も
δ
％
に
満
た
な
い
数
値
を
示
し
て
い
宛
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池
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自
勢
車
一
台
当
た
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1
4 ﾝ
装
延
長
侮

遅
々
と
し
て
進
行
し
な
い
。
第
三
図
で
み
れ
ば
舗
装
全
延
長
は
次
第
に
増
加
し
て

㎜
．
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4
0
の

い
る
も
の
の
、

ト
ラ
ッ
ク
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妬
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桜

バ
ス
お
よ
び
乗
用
車
の
増
加
は
は
る
か
に
早
い
速
度

4

枷

“

3
8

推

で
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
こ
の
図
で
自
動
車
一
台
当
た
り
舗
装
延
長
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に
第
二
図
に
よ
れ
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台
延
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舗

両
者
と
も
増
加
の
い
ち
ぢ
る
し
い
車
種
で
あ
る
。
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図

ま
た
、
道
路
種
別
の
舗
装
率
を
み
る
と
、
高
速
自
動
車
国
道
、
首
都
高
速
道
路
、

2

和

3

阪
神
高
速
道
路
、

交
通
事
故
の
一
因
と
し
て
の
運
転
者
の
性
格
特
性
に
つ
い
て
ー
ー
菊

な
ど
の
産
業
道
路
の
舗
装
率
は
百
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
が
、
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る
が
、

ら
か
に
異
質
で
あ
ろ
う
。
　
こ
れ
ら
の
点
を
考
慮
し
、

悪
天
候
で
あ
っ
た
、
落
石
、
道
路
・
橋
梁
の
急
激
突
発
的
破
損
が
あ
っ
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
未
熟
練
・
疲
労
が
あ
っ
た
な
ど
の
ケ
ー
ス
も
こ
こ
に
含
め
う
こ
れ
ら
は
運
転
動
作
に
特
定
の
又
は
明
確
に
類
型
化
し
て
記
述
し
う
る
よ
う
な
誤
り
が
あ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
イ
と
は
明
，
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
分
類
を
六
分
類
に
ま
と
め
て
み
る
と
第
四
表
の
よ
う
に
な
る
。

比
成

率
分
百
1

α
9
7

翻
1

篇

M 　
「
㎝
…

9
－

　
第
四
表
の
ー
は
規
則
違
反
と
不
安
全
運
転
に
伴
な
わ
れ
た
事
故
で
あ
り
、
2
は
過
労
、
居
眠
り
、
無
資
格
、
未
熟
練
、
飲
酒
な
ど
を
含
む
。

類
分
の
爾
原

1
、
2
、
お
よ
び
3
が
い
わ
ゆ
る
人
的
要
因
で
あ
る
が
、
5
も
一
部
人
的
要
因
に
も
と
ず
く
場
合
が
あ
る
こ
と
は
ま
え
に
の
ぺ
た
。
こ
の
分
類
の
4
に
つ
い
て
は
前
節
ま
で
に
み
た
通
り
で
あ
る
。
　
さ
て
、
第
四
表
に
お
け
る
ー
、
2
、
3
、
5
に
含
ま
れ
る
事
故
は
何
ら
か
の
意
味
で
運
転
者
個
人
お
よ
び
運
転
者
を
つ
つ
む
人
間
関
係
に
主
、

る
。
　
・
①

発
揮
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
当
然
で
あ
る
。
　
　
　
運
転
者
に
関
す
る
人
的
要
因

以
外
の
形
の
事
故
で
あ
っ
て
も
人
的
要
因
が
関
係
し
て
い
な
い
と
い
つ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
た
る
原
因
が
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
事
故
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
そ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
は
自
動
車
と
い
う
も
の
が
、
現
在
の
段
階
で
は
操
縦
者
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
操
縦
者
と
一
体
に
な
っ
て
一
つ
の
人
間
・
機
械
系
を
な
し
て
は
じ
め
て
本
来
の
…
機
能
を
・
　
自
動
車
事
故
に
関
連
す
る
人
的
原
因
と
し
て
は
、
運
転
者
と
歩
行
者
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
歩
行
者
に
つ
い
て
は
次
項
で
考
察
す
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